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■はじめに
　本調査の目的は，人工地盤が巨大地震の地震動によってどのように地盤変状を発生させたかを明らかにすることに

ある．しかし，研究にあたっては，この地震のソースおよびサイト特性がいかなる条件であったかに留意する必要があ
る．つまり，地震の規模がM=9.0（気象庁）と巨大であり，広い断層面：510km× 210kmが推定されている（防災科研，
2011）．一方，サイト側には遠地地震として，長周期成分に冨み，非常に長い 10分を超える継続時間を有する地震動が
もたらされた（防災科研，2011）．これらの条件下で，人工地盤がどう応答したかが問題である．

■調査地域
　 (1)千葉市美浜区の JR京葉線の海側で，花見川と浜田川に挟まれた地区．
　 (2)浦安市堀江・富士見・東野地区．
　 (3)浦安市の JR京葉線の海側で，日の出，明海，高洲地区．

■調査結果（(1)(2)(3)は各調査地区を示す）
　 (1)主に噴砂等の液状化現象および「現象の見られない場所」の分布を踏査した．この地区では緩傾斜地で２か所の

地盤変状が見られた．どちらも標高 6m～6.4m程の高まりと，隣接する相対的に低い道路等（標高 3.4m～3.6m）が，数
100mの距離で接している場所で起こった．現象的には，低地部における大量の噴砂やマンホールの抜け上がり（70cm
以上），街路樹の傾斜，歩道縁石のはみ出し，歩道ブロックの迫り上がりなどが 100m以上の範囲で生じた．そして，公
園広場の高まりの中腹では延長 100mを超えるオープン性断層とその下がった側に連続的に噴砂が生じた．落差は，約
20cmおよび約 40cmである．標高差がせいぜい 3mくらいの斜面で生じた特徴ある現象で側方変化を伴っている．
　 (2)浦安市堀江・富士見地区の在来地盤（沖積層地盤）では地盤変状は見られなかった．しかし，1962（昭和 37）年

の漁業権放棄以降の埋立地である東野地区では変状が多く見られ，対照的な分布を示す．
　 (3)この地区は，1971（昭和 46）年の漁業権全面放棄以降の埋立地である．(2)地区のような単純な分布とは異なり，

多少複雑な分布を示す．ここでは，地盤変状を高精度で記載（ある意味変状現象のサンプリングに相当）するために樋
口ほか（2011）に準じてマンホールに着目し，１個，１個のマンホール周辺の変状を記載した．その結果，全体の約 300
個近いマンホールのうち，約 40%で抜け上がりないし，盛り上がりが見られ，それぞれの計測結果および周辺変状が記
録された．

■まとめにかえて（問題点）
　巨大地震によって引き起こされた地盤変状という意味で，これまでに無かった規模の変状が見られた．(1)の事例は，

個々の現象ばかりでなく全体的な繋がりをもって理解し，今後解析をすすめる必要性を示している．また，この地区に
は，後述する地盤改良によって変状がみられない範囲が認められた．(2)は比較的単純な現れ方をした場合である．(3)に
ついては，地盤自体がまったく人工的なものであり，その埋め立てに使われた海底土とサンドポンプによる施工のランダ
ム性が変状にも反映していると推定される．また，埋め立て後に，実施された地盤改良などの対策（Kamura, 2000）は，
敷地あるいはディベロッパー単位であり，さらに複雑さを増している．調査方法については，マンホールに着目した方
法が，ある程度（地盤変状を狭い間隔でサンプリングし，定量化を助ける意味で）有効であった．例えば，抜け上がり
だけでなく，盛り上がりにも注意した結果，周りの噴砂現象と調和的な記載が得られた．今後，調査，計測，記載，分
析方法についてもより一層の工夫が必要であると同時に，今回の人工地盤災害に対する教訓を生かした科学・社会両面



における広域的，基本的な対応が求められる．
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